
アメリカにおけるオルタナティヴな教員養成プ口グラムの現状

ーテキサス州ヒューストン独立学校区の実践を中心に-

小野瀬善行

1 .はじめに

本稿の目的は，テキサス州，とりわけヒューストン独立学校区 (HoustonIndependent School 

District，以下ヒューストン)におけるオルタナティヴな教員養成(AlternativeTeacher Certi五cation，

以下ATC)プログラムの現状を，プログラム参加者の人種的背景や職歴，プログラム修了者へ付与さ

れる資格の種類などの側面から明らかにすることであるO

ATCとは，カレッジや大学などの高等教育機関において，教員になるための専門的な準備教育を受

けてこなかった者に対しても， 1年間のインターンシップなどを含む研修や講習を課することによっ

て，正規の教員資格を認める制度である九 ATCは，アメリカにおいて1980年代中期以降に導入され

て，今日では全米的に普及している 2)O さらに， 2002年に成立した“NoChild Left Behind Act of 2001 

(初等中等教育法改正法)"において， ATCは，従来までの大学を基盤とする伝統的な教員養成の方法

(Traditional Certification) と並んで、連邦補助金の交付対象とされている九このことからも.ATCを

めぐる動きは，アメリカの教員養成制度改革を考察する上で，現在進行中の重要な動向と位置づける

ことができる O

これまでATCをめぐっては 賛成派からは教員不足を解消し教員集団の「多様性Jr質jを高める
ものであると主張される一方で，反対派からは教職の専門職としての立場を弱めて教職の将来におい

て発展的な影響を及ぼさないと主張されてきたヘしかしながら，双方の立場からの主張は，それぞ

れ論拠としている例，学校区，プログラムが異なり比較が困難なこと，あるいは従来までの研究が，

ATCが導入されて関もなかったこともあり.ATCと伝統的な教員養成とのカリキュラムや理念の比

較に留まって，具体的に ATCが教員養成の中で具体的にどのような役割を果たしているのかについ

て十分考察がなされてこず，議論が深められてこなかったことが指摘されているヘ

また， B本の先行研究においても これまで ATCについての考察が十分なされてきたとは言い難

いぺ伺制度は，八尾坂修氏が「教員免許制度改革における枢要な特徴j7)と述べ.r教員の基礎資格を
できる限り，多面的かつ客観的な裏づけをもってとらえ直そうとする動きYと指摘しているように，

教員の基礎資格とは何であるのか，その資格を公的に保証するために如何なる公的な養成課程が必要

なのかといった教員養成制度全体に論点を想起してしかるべきものである O

そこで本稿では，今後の ATC研究の基礎視角を得ることを視野に入れながら，実際に如何なる人

材がATCプログラムを通じて教職に就いているのかという実態を明らかにすることを課題とする O な

お，本稿では，ヒューストンの事例が全米で最も古い歴史と運用実績を有し，他の州にも影響を及ぼ

したために検討事例とした。同学校区のプログラムを扱った先行研究としては，導入の背景やプログ

ラム参加者の成績について明らかにした研究があるヘだが， 1990年代後半から今日までのデータを
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もとにした研究は管見の限り見当たらない。

本稿では，テキサスナト[教職員資格委員会 (TheState Board for Educator Certi五cation，以下SBEC)

の統計調査10にヒューストンが調査・発行している“DistrictsSummary Projiles: Elementary Schools 

2001-2002'¥ “Facts & Fugure 2003"などの各種統計調査を具体的な資料とする O また，筆者が，

2003年 5月226から246までヒューストンに調査に出かけ，同プログラムのディレクターである

Karen Owen氏に行ったインタビュー調査の内容を資料として用いる他，ヒューストン資料調査分析

官の PamelaKaiser氏の協力で得た資料を使用するO

2.ヒューストンの現状と ATCプログラムの概要

(1)ヒューストンの現状

ヒューストンは，全米で7番目に大きい学校区であり， 301平方マイルの面積を有している o 2002 

年度現在， 21万2000人の児童・生徒が就学しており，これらの児童・生徒の人種的内訳をみてみると，

57.1 %がヒスパニック， 30.5%がアフワカン・アメリカン， 9.3%が白人， 3.0%がアジア系，そして，

0.1%がネイティヴ・アメリカンとなっている山。また ヒューストンに就学している児童・生徒のう

ち，無料または割引ランチ制度を利用しているなど，経済的な援助を受けている児童・生徒の割合は

80.2%に上るゆ。このように，ヒューストンは人種的マイノリテイの児童・生徒の就学する率が極め

て高く，また経済的困難を抱えている家庭の児童，生徒が多数存在している学校区であるということ

治すできる O

学校で開設されている教育課程ごとの在籍率に関しても，児童・生徒の28.5%が LimitedEnglish 

Program (以下 LEP) に在籍し， 18.3%がパイリンガルに参加するなど，言語的に配慮が必要な児

童・生徒が多数就学している印。なお， LEPやバイリンガルに在籍する割合に関して，やはり，小学

校の児童の割合が他の学校種に比して高い。小学校では，児童のうち， 29%がパイリンガル， 37%が

LEPに参加している凶。

その一方，実際に児童・生徒の教育に従事する教員の現状は，児童・生徒たちの人種的比率や在籍

する教育課程の割合と詑離していることが指摘できる O 例えば，小学校段階ではヒスパニックの児

童・生徒が57%いるにもかかわらず，ヒスパニックの教員は 7%に留まるω。さらに，小学校では，

パイリンガルや第二言語としての英語のプログラムに在籍している児童の割合が33%に達しているも

のの，約6%の教員が，それらの資格を有しているのみである16)。

このような現状のもとで，ヒューストンの児童・生徒の中では，人種ごとに学力達成度の格差が存

在している O 具体的には， SAT 1における基準を満たした各人種の割合は，白人が57.3%であるのに

対して，それぞれ，アフリカン・アメリカンは7.8%，ヒスパニックは9.3%となっている1九これらの

結果に対応するように， ドロップアウト率についても，白人が6.6%であるのに対して，アフリカン・

アメリカンは13.7%，ヒスパニックは14.5%に達している国。このように，ヒューストンは学力的な達

成度には大きな格差を抱えているのであり，相対的にも at-riskとされる児童・生徒の割合は57.7%に

達しているのが現状である 19)。

ハU
円
《
U



(2) ATCプログラムの概要

ヒューストンでは1985年度よりテキサスナト|で最初の試みとなる ATCプログラムを導入している O

導入の直接的な契機となったのは， 1984年の第68回ナH議会で成立した72号法案 (HouseBill 72)の成

立であり，この法案により，ナH教育委員会は，一定の要件を満たし，公立学校において l年間のイン

ターンシップを修了した者に対し，免許状を交付することとなったO 当初は，発足当初， ATCにより

教員資格取得が可能とされたのは，教員不足が実際に生じているか，または教員不足が予測されうる

教科領域のみであった2九

現在，ヒューストンでは， Iすでに学士号以上の学位を取得しており他の職業に従事している者

(professionals) を教職に導き，訓練し，そして支援していくことをもって 深刻な教員不足を高い質

を有した教職員 (personnel)で充当していく J21)ことを目標として， ATCプログラムを導入している O

まず同プログラムは，テキサスナト|における ATCの基準をもとに運営されている O まずプログラム

に参加するに先立ち， Iテキサス州における一般教養に関する諸スキルプログラム (TexasAcademic 

Skills Program) J試験を受験することが求められる O この試験の成績により，読み，口述，筆記のコ

ミュニケーション能力，批判的思考，数学の各分野における能力について，学士号取得レベルに達し

ているか否かを判断するのである O この他，プログラムに参加するに当たっては，面接や書類選考が

行われる O

プログラムに参加が認められた後，インターンは事前研修 (Pre-Assignment Training)に参加し，

その後，実際に教壇に立って教育に従事しながら継続的な研修 (On-GoingTraining)に参加するこ

とになる O 事前研修では，全体のオリエンテーション，教室観察の他，セント・トーマス大学におい

て教職に関連する専門的な講習 テキサス川のカリキュラムに関する講習が行われる O このうち，セ

ント・トーマス大学での講習では，交付される教員免許状ごとに 6---9単位分の講義を受けることが

求められている O 例えば， I幼児教育から第4学年 (EC-4)Jおよび「第4学年から第8学年 (4-8)J

のバイリンガルの資格を取得しようとする場合には， I第二言語取得の理論JIスペイン語が生活言語

において優勢である子どもに対するスペイン語の教授法JI第二言語としての英語に関する教授法Jを

受講することになっており， B評定 (A---Cの三段階評定)以上の成績を収めることが義務づけられ

ている O

また，継続的な研修は，学校内での講習と学校現場を離れてセント・トーマス大学において開講さ

れる講習に分けられる O 学校内での講習では，指導教員 (Mentor) もしくは他の教員からの指導を受

ける時間が月一回の割合でもたれるO この指導には，少なくとも35分間の時間が設定されるO さらに

インターンシップの期間中 インターンは，指導教員の他，向プログラムの管理主事 (supervisor)

からの指導・援助を受ける O 管理主事から受けるのは，とりわけ教授方法などについての指導であるO

最後に，インターン期間中に fテキサスナトiにおける教職基準試験 (TheTexas Examination of 

Educator Standards) Jを受験し，基準点を満たすことが求められる O インターン期間中の講習の成

績，同試験の結果，指導教員や管理主事の評価，そして学校長の推薦により，インターンは正規の教

員資格を取得することになるのである O
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3. プログラムの現状

(1)初任者教員数の変遷にみる教員供給における同プログラムの位置づけ

ここではまず， ATCプログラムを修了することで初任者免許状 (initialcerti五cation) を取得した

初任者教員の数的変遷を確認することで，同プログラムが教員供給においてどのような役割を果たし

ているのかを明らかにすることにする O そのために，ヒューストンの事例を考察する前に，テキサス

ナ1'1全体の教員供給における ATCの位置づけを確認しておきたい。また，初任者教員が赴任する学校

lRの特徴を明らかすることで ATCを修了して初任者免許を取得した者が如何なる学校区に赴任して

いるのかを確認しておく O

ぐj辺1)および<[刃 2>に示すように， 1980年代後期から1990年代初頭においては，初任者免許状

を取得する教員については その大半を大学における教員養成課程を修了していた者が占めていた。

事実，大学における教員養成を修了した者が初任者教員のほとんどを占めていたことがわかるO

その後， 1992年を境として，大学における教員養成数が大憾に落ち込むと同時に，初任者教員の数

も相対的に減少をみせるが， ATCを通じて教員になる者の割合が増加していることがわかる O また，

修士号レベルにおける教員養成課程を修了した者が増加しているのも大きな特徴であるということが

できょう O その後も 大学における教員養成課程を修了した者の数が数的な優位を保っていることは

変わりないが， ATCは増加傾向をみせ， 2002年度現在では26.1%に達している O

次に， ([必 3〉および前頁<11] 4 >に示すように， ATCを通じて初任者教員となった者は，大学に

おける伝統的な教員養成課程を修了して教員になった者と比して，人種的マイノリティが多く在籍し，

さらに経済的困難を抱える学校区に赴任する割合が高い。とりわけマイノリティが全児童・生徒数の

人数
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図1.テキサスナ1'1における教員養成ルートごとの初任者教員免許状交付数の変遷
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図2.テキサスナト|における教員養成ルートごとの初任者教員免許状交付割合の変遷

※ いずれも SBECの統計調査をもとに作成。

75.1%以上を占める学校区に採用される内訳をみると， 1990年代中期から2001年までのデータを見て

も，年度が経るにつれて差は少なくなっているとは言え，以前として ATCを経て初任者教員となっ

た者の割合が，大学における伝統的な教員養成課程を修了して初任者教員になった者と比して10%以

上の差があることを指摘できるO また，無償・割引ランチなどの援助を受けているなど経済的困難を

有する児童・生徒が50.1%以上在籍している学校区についても， ATCを通じて初任者教員となった者

が大学における伝統的な教員養成課程を修了して初任者教員となった者に比して，高い割合で採用さ

れていることがわかる O

これらのことから テキサス州全体において， ATCは教員供給数の側面において確実に制度化され

て定着していることが指摘できる O また， ATCを経て初任者教員となった者が赴任する学校区の人種

的特徴，経済的特徴をみても，ヒューストンのように人種的マイノリテイの児童・生徒が多く在籍し，

かつ経済的困難を抱える児童・生徒が多く在籍している学校医にとっては， ATCは教員供給の方法と

して重要な位置づけを有していることが指摘できる O

では，次にヒューストンの事例について， ATCプログラムに参加したインターン数の変遷を確認し

ておくことにする O 下記〈表 1>で示すように， 1985年度に導入されて以降， 2003年度現在までに

6000名以上が同プログラムに参加している O とりわけ2000年以降その数は大きく伸びており，ヒュー

ストンの伺プログラムディレクターである Owen氏にインタビュー調査を行ったところ，同様のプロ

グラム(他のATCプログラムも含めて22))の修了者が同学校区の採用する初任者教員のうちに占める

割合は，半数近くに追るとのことであったO 全米的にみても極めて特殊な事例であると留意しなけれ
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図3.教員養成ルートごとの初任者教員の赴任学校区の人種的特徴(マイノリティ)

※ グラフ右にある区分は，学校区に就学する児童・生徒のうち，人種的マイノリティに分類される者が占

める割合をさしている O 例えば 175.1% -lOO%Jという表示があれば，当該学校区に就学している児童・
生徒の75.1%以上が人種的マイノリティに包分されるという意味である O なお，本留は SBECの統計調査
をもとに作成した。

ばならないが，ヒューストンにおいては， ATCを修了して初任者教員になる者が，大学における伝統

的な教員養成課程を修了して初任者教員となる者の数を上回り， ATCがその規模において教員供給の

メインストリームとなり得るという予測が，同プログラムに関係を有するヒューストンの当事者間で

は共有されているのであるO

(2) インターンの人種的背景，取得学位，経歴の特徴

ここでは，ヒューストンのプログラムに参加しているインターンの人種的背景，学歴・経歴の特徴
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図4.教員養成ルートごとの初任者教員の赴任学校区の経済的特徴

※ グラフ右にある区分は，学校区に就学する児童・生徒のうち，無償ランチ制度など経済的援助を受けている者

が占める割合を指す。例えば r75.1% -lOO%Jという分類では，当該学校区に就学している児童・生徒の75.1%
以上が経済的援助を受けているということになるo本国はSBECの統計調査をもとに作成した。

について明らかにしていくこととする O

下記〈表2)で示すように，ヒューストンのプログラムに参加するインターンの人種的特徴として，

白人以外の人種が占める割合が高いことがわかる O とりわけアフリカン・アメリカンが30.5%，ヒス

パニックが31.5%と高い割合を示している O とりわけ，ヒスパニックの割合について，テキサスナトj全

体における同年の比較(初任者教員の人種的割合)からみても特徴的であることが指摘できるmo

次に，インターンが取得している学位 (degree)の種類から，どのような学歴を有しているのか，
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1
lム表

年度 人数

1985-86 104 

1986-87 157 

1987-88 156 

1988-89 96 

1989-90 455 

1990-91 783 

1991-92 56 

1992-93 720 

1993-94 561 

年度 人数

1994-95 181 

1995-96 148 

1996-97 156 

1997-98 192 

1998-99 214 

1999-2000 418 

2000-01 357 

2001-02 615 

2002-03 655 

合計 6024 

※ ヒューストンの PamelaKaiser氏(資料調査部分析官)の協力で
得たデータをもとに執筆者が作成。

表2. ヒューストンのプログラムに参加するインターン

の人種的割合 (2001年度)

人数 % 

ネイティヴ・アメリカンなど 13 2.07 

アジア 58 9.48 

アフリカン・アメリカン 187 30.35 

ヒス)'¥ニック 194 31.55 

白人 163 26.55 
三口〉、 計 615 100 

※ ヒューストンの PamelaKaiser氏(資料調査部分析官)の協力で
得たデータをもとに執筆者が作成。データは2001年度のもとである
が，間氏によれば人種的割合については1990年代を通じて向様の傾
向を示しているとのことであった。

その特徴についてみていくことにする o<l潟5)に示すように，インターンのうち， rビジネスjの学
位を取得している者が26%，r社会科学」の学位を取得している者が22%を占めている O 次いで， r科
学/エンジニアjに関する学位を取得しているインターンが多い。その一方で， r英語J，r外国語J，
f数学Jといった学校教育における教科に専門的な知識の面で関連を有するかのようにみえる学位の取

得者は相対的に低率であり，教育に関する学位を取得しているインターンは 2%に過ぎないことがわ

かるO

次に，インターンがプログラムに参加する以前に何らかの職歴を有していたかについてのデータを

確認していくこととする O 次頁く 1~16 )に示すように，他の職業を経験してプログラムに参加した者

が，全インターンの55%を占めている O 次いで近年に高等教育機関を卒業した者や修士課程以上の過

程を中退するなど，職歴を有さずに向プログラムに参加した者の割合が44%と多くなっている O その

一方で，軍隊を退役あるいは除隊した者の割合は 1%となっている O

.l-:J、上のことから，ヒューストンにおけるプログラムには人種的マイノリティ，とりわけヒスパニッ

クが多く参加していることが明らかになり，さらにインターンが取得している学位についても， rピジ
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また，職)歪を有した者を教職多様性がみられたOネス」ゃ「社会科学jが高い割合を示しているが，

に導き入れているという機能を果たしているといえる一方で，職歴を持たずに高等教育機関を卒業し

てプログラムに参加する者も多いことから，高等教育機関への進学者にとっては，教員になるための

「

オルタナティヴなルートとして認知されているということカヰ旨t高できるであろう O

教資
2弘

英語
6拡

コミュニケーション/メ
ディア

7見

図5. ヒューストンのプログラムに参加するインターンの取得した
学位 (2001年度)

科学/エンジニア
12% 

※ Houston Independent School DistrictのACPO伍ceが2001年度に参加したイン
ターンを対象として行った調査をもとに執筆者が作成した。尚，ディレクターの

Owen氏によれば，本調査によって示された傾向は1990年代中期以降続いている
傾向と合致するものであるとのことであった。

他の専門職から転職
した者;55% 

軍隊退役‘除隊者;
1% 

近年高等教育機関を
卒業し職慶をもたな
い者;44% 

ヒューストンのプログラムに参加するインターンの経歴 (2001年度)

※ Houston Independent School DistrictのACPO百iceが2001年度に参加したインターンを対象と
して行った調査をもとに執筆者が作成した。尚，ディレクターの Owen氏によれば，本調査によ
って示された傾向は1990年代中期以降続いている傾向と合致するものであるとのことであった。
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(3) プログラムにおける交付免許状の種類

では，そのような人種的背景，学歴・職歴を有した者が，実際にはどのような種類の免許状の交付

されているのであろうか。〈表3)に示すように，免許状交付の割合については， r幼児教育-第4
年 (EC-4)Jの「ゼネラリストJの交付が最も多く， 25.26%を占めるまでになっているO 次いで，同

じく rEC-4Jの「パイリンガルゼネラリストjの交付が多く， 18.79%を占めている O その後， rスペ

シャル・エデュケーションjが14.24%で続き，これ以降は「第4学年一第8学年 (4-8)Jの「ゼネラ

リストJおよび各教科の交付数が多いことがわかるO 科目については，理科や数学といった割合が高

し'0

またく表3)から，同プログラムにおいては，幼児教育，前期初等教育段階における教育に従事す

表3. ヒューストンの ATCプログラムにおいて交付される
免許状の種類

交付される免許状の種類 割合(%)

幼児教育-第4学年ゼネラリスト 25.26 

幼児教育一第4学年バイリンガルゼネラリスト 18.79 

スペシャル・エデュケーション 14.24 

第4-8学年ゼネラリスト 11.45 

第4-8学年数学 4.7 

第4-8学年理科 3.38 

第4-8学年英文学&英語 3.08 

第8-12学年英文学&英語 3.08 

第8-12学年数学 2.5 

ESL 2.35 

奇書教諭 2.05 

第4-8学年パイ 1)ンガルゼネラリスト 1.32 

第8-12学年物理 1.32 

第4-8学年ESLゼネラリスト 0.88 

テクノロジー 0.88 

教育診断士 0.73 

第8-12学年生物 0.73 

第4-8学年数学/理科 0.59 

スペイン語 0.59 

第4-8学年英文学&英語/社会科 0.44 

幼児教育一第4学年ESLゼネラリスト 0.29 

第8-12学年社会科 0.29 

第8-ー12学年理科 0.29 

i寅劇 0.29 

第4-8学年スペシャル・エデユケーション 0.15 

音楽 0.15 

物理 0.15 

※ ヒューストンの PamelaKaiser氏(資料調査部分析官)のiZJi力で、得たデ
ータをもとに執筆者が作成。データは2001年度のもとであるが， I司氏によ
れば交付される免許状の種類については1990年代中期から同様の傾向を示
しているとのことであった。
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る教員が多く養成されているということがわかる O 具体的には， I幼児教育一第4学年 (EC-4)Jの

「ゼネラリストJ，rバイリンガルゼネラリストJ，そして「第二言語としての英語 (ESL)ゼネラリス
トjを合わせると， 44.34%に上る O これは， r第4学年一第8学年 (4-8)Jのゼネラリストや他の科

目のすべてを合わせても24.37%であることから，同プログラムを通じて交付される免許状の種類は，

幼児教育，前期初等教育段階のものが多いことが指摘できる O

4.おわりに

上述までの整理および考察から，ヒューストンにおける ATCプログラムの現状について，以下の

二点について指摘することができる O

第一に，ヒューストンのプログラムは， 1985年に導入されて以降， 6000名を超える教員を輩出して

おり，教員の供給において大きな役割を果たしている O 無論，未だ学校現場においては人種的マイノ

リティに属する教員が少ない状況が続き，教員不足に関しでも解消に至ってはいない。しかしながら，

向プログラムディレクターの Owen氏からの聞き取り調査によれば，極めて時代的要請を受けたもの

であると留意しなければならないものの，ヒューストンにおいては同プログラムが教員(初任者教員)

供給においてメインストリームにまでなる可能性を有していることが明らかになった。

第二に，同プログラムに参加するインターンの学位や経歴，そして交付されている免許状の種類の

現状をみるに， ATCが導入された当初の目標から考慮すれば，今日の同プログラムは特徴的な役割を

果たしているということを指摘できる O テキサス1+1において ATCが導入されたのは，上述したよう

に中等教育段階における理科及び数学の教員不足の解消を直接的な目的としていた。しかし，今日の

ヒューストンのプログラムは，初等教育段階におけるパイリンガルなどを含めたゼネラリストを多く

輩出しているのである O

最後に，同プログラムが初等教育に携わる初任者教員を多く輩出しているという今日的状況を鑑み

て，問プログラムが教員養成制度に提起する課題設定について述べておきたい。 ATCをめぐる従来ま

での争点のひとつとして，科目に関する知識があれば(理科や科学に関する学位を有していれば)，学

校現場において科目を効果的に教えることができるか否かが焦点となってきた。しかしながら，今日

の状況として挙げられることは，学校教育(とりわけ初等教育)とは直接的に関係のない学位を有す

る者が，特定の科目に留まらないゼネラリストとして教壇に立つということであるo ATCに参加する

インターンは 1年間，自らが勤務する学校において指導教員や他の教員，そしてヒューストンの管

理主事の指導を受ける外，セント・トーマス大学において講習を受けている O インターンは，いわば

学校を基盤としながら学校区や大学との連携の中で教員としての専門的な知識や技能を身に付ける体

制が取られているのであり，このような形態は従来までの教員養成制度のあり方 ひいては従来まで

の制度が担保するとされてきた教員の専門性に問い直しを迫るといえよう O さらに，学校区が自らの

抱えるニーズを満たすために如何なる教員を必要とし，その獲得のためにどのような役割を果たして

いくべきか，また，伝統的な教員養成課程を有してきた大学が，学校や学校区のニーズに直面し，自

らの理念や体制をどのように変容させて(あるいは変容させずに)ATCプログラムに参加してきたの

かについて検討することが求められよう O これらの検討は，教員養成制度研究において問題提起を苧

むと考える O これらの検討については今後の課題としたい。
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注

1 )全米教育情報センター (NationalCenter for Education Information，以下 NCEI)の実施する調査に

おいて， ATCは以下の各クラスに分類されている。この分類は NCEI独自のものであるが，一定の研究

者間で受け入れられている o NCEIによる ATCの分類および各クラスの特徴は以下に示す通りである O

クラスA

以下に述べる基準に適合するようなプログラムをクラス Aとする O

これらのプログラムは，少なくとも，既に教育以外の分野において学士号を取得している有能な個

人を，初等・中等教育段階の学校での教授に従事させるべく，教職に導き入れることを呂的として策

定されたものである O

これらのプログラムは 教員不足の有無や中等教育段階における学年や教科領域に限定されるもの

いくつかの州で行われているように，これらのプログラムでは，経験のある指導教員 (Mentor)が

インターンに対して指導・助言を行い さらに教授の理論や実践に関する公的な講習会が，年度を通

じて，または夏期に集中して行われる o

クラスB

これらのプログラムは とりわけ 少なくとも学号を取得した有能な個人を教職に就かせようとす

るものである O これらのプログラムもまた 指導教員による指導・助言や講習が行われる O しかしな

がら，資格認定の適用が，教員不足が生じている場合や中等教育段階の学年，教科領域に制限されて

いる O

クラスC

これらのプログラムは，学歴や職歴についての審査や書類選考が行われる O それらの審査を通過す

ることができれば，資格認定に必要な研修や講習の履修が個別に計画される O このようなプログラム

策定については，州もしくは地方学校区が主要な責任を有することになる O

クラスD

これらのプログラムは，学歴や職歴についての審査や書類選考が行われる O それらの審査を通過す

ることができれば，資格認定に必要な研修や講曹の履修が個別に計画される O このようなプログラム

策定については，高等教育機関が主要な責任を有することになる O

クラスE

これらのプログラムは，高等教育機関を基盤とした修士号取得レベルのものである O

クラスF

これらのプログラムは基本的に臨時の資格認定となる O これらのプログラムに参加した教員候補者

は，教授することが許されるいくつかの種類の臨時免許状や証書 (waiver)が交付される O 通常，学

校における指導・助言体制はない。その一方で，正規の資格認定に求められる伝統的な教員養成課程

の単位をすべて履修することが求められる O

クラスG

これらのプログラムは，以前に大学における教員養成課程で得た単位を互換することにより，少な

い要件で免許状が交付されるものである O 他のナト|で教員資格を得た後に他ナトjへ移った者や，すでに資
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格を有しており，さらに他の資格を取得したい者に対して適用されるものである O

クラスH

これらのプログラムは，よく知られた作家やノーベjレ賞受賞者など 「特別Jな資格を有した者を，

特定の教科の教授に携わることができるようにするものである O

クラス I

1999年現在， ATCに関する事例が何も報告されていないナHを分類する O

クラス j

これらのプログラムは，臨時免許状の適用を無くすことを呂的とし

クラスK

れるものである O

これらのプログラムは，特定の試験の結果をもって資格を交付するものである O

(下線部は，各クラスの特徴を明らかにするように執筆者が付した)

(Feistritzer， C. E.， Chester， D， T.， Alternative Teacher Certi五cationA State-by-State Analysis 2002， 

National Center for Education Information， 2002， p. 27.) 

このように ATCは様々な特徴を有するものの総体としての呼称、であり，一概にその特徴について定義は

できない。本稿では， ATCについて「真」のオルタナテイヴとして位置づけられているクラスAをもっ

て，その特徴を定義することとした。また，本稿ではヒューストンを事例とすることで，大都市学校区

における ATCの現状を明らかにすることはできたと考えるが 郊外の学校区では ATCがどのような現

状にあるのかについてまとめる必要がある O そのためにも 各州における他のクラスの ATCの特徴につ

いてまとめることを今後の課題としていきたい。

2) ibid. p. 13. 

3 )拙稿「アメリカ初等中等教育法改正法 (2001)における教師の質的向上戦略」::筑波大学教育制度研究

室 f教育制度研究紀要j第4号 2003年を参照

4) Shen，].，寸heImpact of the Alternative Certi五cationPolicy"， in Resea町hon Effective Models for Teacher 

Education Teacher Education 玲arbookVIIL Corwin Press， 2000， p. 236. 

5 )例えばFeistritzer，C. E.， Chester， D， T.， opt. cit.， 2002， pp. 11-13.を参照。また Shenは，既存の ATC

研究については，①いくつかの学校区や州を事例とする研究が多く，全米的な規模での影響をみる研究

がなかったこと，②従来までの研究が伝統的な教員養成との理念やカリキュラムにおける比較に専念し，

ATCの社会学的側面 (sociologicalaspects)には配慮を欠いてきたことから，限界性を有していたと指

t高している (Shen，].，opt. cit.， pp. 237-238) 0 

6 )管見の限り，八尾坂修氏の研究がある他は，浜田博文氏及び佐久間亜紀氏の部分的な言及があるのみ

である O

浜田博文氏は， r採用段階において，教職課程を履修していない者に教職への進路を解放する施策jと
して，ニュージャージー升!とカリフォルニア州における事例について言及している O その上で「こうし

た施策は，多様な人材をより教職へ引きつける側面を有しているが，教員の量的不足を補うための苦肉

の策という性格は奇めないjと述べている(浜田博文「アメリカ教育改革における教員施策の動向と課

題J:筑波大学教育学系『筑波大学教育学系論集j第13巻第2号 1989年 所収 p.164.) 0 浜田氏の論

考が執筆された時期を考慮すれば，登場して関もないATCにいち早く目配りを怠らなかった姿勢を評価

-41-



することはあれ，早計な断定であったとする批判は当たらないであろう O しかしながら，何故「苦肉の

策jとしての制度が，かくも全米各州で広範な広がりを見せたのかについて，少なくとも時間的経過を

経た今自においては更なる分析を行い， 1980年代のアメリカにおける教員養成制度改革はどのような意

味をもったものであったのかを問う必要性が生じている O

また，佐久間亜紀氏は， r各州の行政当局は，深刻な教師不足に対応するため， 1985年以降，教師を社
会人から登用する制度を，急速な勢いで整備してきたjと触れ， r代替ルート」における採用基準やプロ
グラムの内容が各什|によって多様であることに言及している(佐久間亜紀「アメリカの教師養成制度の

現状と問題点一日米比較の観点から-j:東京学芸大学教員養成カリキュラム開発センタ-w教員養成カ

リキュラム開発研究センター研究年報jVo1. 1 2002年 所収 p.21.)。佐久間氏の言及も，今日の教職

がおかれた状況を特徴づける一側面としてATCについて紙i隔を割いたのであり，言及が充分ではないと

の批判はあたらないものであるが，本稿で明らかにするように，単にATC制度は教員不足に対応するた

めの「社会人登思jという性格のみをもつものではない。

最後に八尾坂修氏はATCについて「教職資格特別プログラム」という訳語を用いて，ニュージャージ

ー州，コネチカットナト/，ロサンゼルス統一学区の事例を取り上げ， r政策理念j，rプログラム入学者の成
績j.r教員採用後の離職率j.r受講者の指導能力jという観点から分析を行い，同プログラムの「効果J
について述べている O 八尾坂氏は.r養成す旦当機関(州・学区，大学あるいは連携)，養成期間，養成プ
ログラムの方法(指導教員による指導)等において，従来の大学での養成とは異なるjと同制度を位置

づけ.rプログラム効果の指標として，入学者の成績，教員採用率，採用後の離職率，マイノリティ教員
の確保，受講者の指導能力等が挙げられるが，有益な影響をもたらしつつあるjと評価している(八尾

坂修 fアメリカ合衆国教員免許制度の研究j風間書房 1998年 第7章 (pp.236 -261.)を参照のこと)。

しかしながら，八尾坂氏が示した事例およびデータが1990年代初期のものに留まっており，それ以降，

1990年代のATC制度の現状についての考察はなされていない。

さらに拙稿(小野瀬善行「米国テキサス併における AlternativeTeacher Certificationの特質j:百本

教育制度学会『教育制度学研究J第10号 2003年 所収)での成果が挙げられる O 拙稿ではテキサスナトl

を中心として ATCの導入背景，プログラムの概要，そして ATCを通じて教員となった人数の推移や免

許状発行状況，その上ATC制度に対する学校現場の「評価jを取り上げた。具体的なプログラムの内実

を述べ，さらに1990年代以降の運用実績について学問的空白を埋めたことができたと考えているが，紙

幅の関係上，ナ1-'レベルにおける大枠としての特質を述べるに留まってしまった。
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11) Houston Independent School District，“FACTS & FIGURE April 2003"， 2003 (2003a)， p. 1. 尚，白人，

アフリカン・アメリカン，ヒスパニックといった人種 エスニシティの区分については，これらの妥当

性について検討を要するとは考えるが，統計調査に依拠した。

12) Houston Independent School District， Districts Summary Prl可能s:Elementary Schoo/s 2001-2002， 2003 
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(2003b)， p. 2. 

13) Houston Independent School District (2003a)， op. cit.， p. 3. 

14) Houston Independent School District (2003b)， op. cit.， p. 2. 

15) ibid. p. 2. 

16) ibid. p. 2. 

17) Houston Independent School District (2003a).， op. cit.， p. 4. 

18) ibid. p. 4. 
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20) Texas Education Agency， Alternative Teacher αrti万cαtio~ 1991，pp.22-23.p. 1 

21) Houston Independent School District， Alternative Cer#ヌcationProgram lntern Handbook Cycle 24 

2003-2004， 2003. p. ii. 

22)テキサスナHでは， 1985年に ATCが導入されて以降， 3つのモデルが登場したとされている O すなわ

ち，①コミュニティカレッジや高等教育機関，②教育サービスセンター，③地方学校区の何れかが主体

となってプログラムを提供しているのである o (Texas Education Agency， op. cit.， pp. 22-23.) 

23)例えば，テキサス州において2001年度にATCプログラムを通じて初任者教員免許状取得した者の人種

的構成は，白人62.2%，アフリカン・アメリカン10.5%，ヒスパニック24.8%となっている O このことか

らもヒューストンにおけるプログラムでは，人種的マイノリティが占める割合が高いという傾向を伺う

ことができょう (http://www.sbec.state.tx.us/SBECOnline/ reprtdatarsrch/tchrprod/:2003年11月20

日現在)。

尚，本稿は2003年11月22日(土).23臼(B)に行われた日本教育制度学会第11回大会自由研究報告にて

筆者が発表したレジュメに加筆したものである O
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